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鶴亭筆《墨竹図》および《芭蕉図》
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鶴亭は享保七年（一七二二）長崎で生まれ、はじめ道号を玄峰、恵達、
のちに海眼、法諱を浄要、浄博、浄光と名乗り、鶴亭、南窓翁、墨翁、五字庵、如是道人、如是主人などの号がある。熊斐に画を学び、上方に南蘋派を初めて広めた人物として知られている。また、黄檗宗の僧であったため、黄檗絵画からも影響を受けていたと考えられている。天明五年（一七八五）十二月二十四日、下谷池ノ端にて亡くなっている。享年は六十四歳であった。　
本稿で紹介する鶴亭作品は、個人所蔵の《墨竹図》と関西大学図書館
所蔵の《芭蕉図》の二作品である。両作品とも墨画で南蘋派と うよりは黄檗宗 僧としての作品といえる。　
まず、 《墨竹図》 〔図
1〕の方から詳しくみていくことにする。紙本墨
画の本図 本紙寸法が縦一〇 ×横 六センチメートルで、どっしりとした太い竹が伸びやかに描かれ いる。本紙の一部には虫食いがあり、下部の一文字を見てもわ るように状態は まり良くないが 落款部分に損傷はなく鶴亭作品として参考になる。署名は「崎江墨翁道人漫興」〔図
3〕で「鶴亭図書」 （朱文方印） 、 「琴酒画禅」 （白文方印）の二印〔図
4〕と「煙霞筆底」 （白文長方印）の遊印〔図
5〕を捺す。同じく「鶴
亭図書」 （朱文方印） 、 「琴酒画禅」 （白文方印）の二印を捺した他の作品に柳沢淇園の賛を有する《墨竹図》 ある。こちらの作品も無年紀で、
遊印は「翡翠涌春霧琅玕振暁風」 （白文長方印）を捺す。画面左側に細い竹が五本生えており、上部には笹の葉が画面いっぱいに下向きに描かれて る。濃淡を変えることで前後の位置関係が示されて る。　
この他に鶴亭には年紀を有する《墨竹図》が存在する。それが宝暦四
年（一七五四）の年紀を有するもので、署名が「宝暦四年夏於東都館舎示子龍井君
　
崎江浄博写」 、印章は「□簾荷香」 （白文方印） 、 「鶴亭図書」
（朱文方印）の二印を捺す。遊印は先ほどの作品と同じ「翡翠涌春霧琅玕振暁風」 （白文長方印 である。三作品とも「鶴亭図書」 （朱文方印）を捺す点は共通している。この作品で 画面左側に細い竹が十本描かれており、上部では笹の葉が下向きに描かれている。また 濃淡で前後関係を表すとともに、背景に墨を刷き、そ 余白によって霞が表現されており、うっそう 竹が群生している様子が感じら る。　
もう一点鶴亭の墨竹画をとりあげておきたい。それは右幅が〈竹図〉 、
左幅が〈松図〉の《松竹図》 （双幅）であ 右幅の〈竹図〉は「寉亭光漫興」の署名に「五字菴」 （朱文方印）と「浄光之印」 （白文方印）の二印、 「画禅」 （白文長方印）の遊印を捺 、左幅の〈松図〉は「寉亭」の署名に同じく「五字菴」 （朱文方印） 「浄光之印」 （白文方印）の二と「□□」 （朱文楕円印）の遊印を捺す。これらの 章が他 鶴亭作品に捺されている例は数多く見つかっており、鶴亭の真筆であるといってよい。　
この〈竹図〉は画面いっぱいに墨で竹を描いており、その竹は本稿で
紹介する《墨竹図》と同じく太い竹で、二本 竹が上方に力強く伸びている。笹の葉は竹の後方に上向きに描かれ 濃淡の使い分けで二本の竹
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の位置関係が表されている。　
鶴亭にはこのほかに《風竹図》や《風竹図屏風》 、 《四君子・松・蘇鉄
図屏風》などに墨竹 描か が、いずれも細い竹であり、笹の葉は基本的に下向き 生えている。　
ここで、本稿で紹介する《墨竹図》をもう一度詳しく見直しておくと、
画面左側に太い竹が二本力強く生えており、上部では笹の葉が竹に隠れるようにして上向きに生え、先ほどとりあげた前者二作品とは全体の構成が全く違うが、画面の左側に竹が描かれていることや竹の節の描き方が類似している。画面左側に描かれているわけではないが、 《松竹図》 （双幅）の〈竹図〉は竹の太さや節、笹の葉の描写がよく似て る。大きく異なる点としては本稿の《墨竹図》 は濃淡 差がないことであ　
次に落款部分を考察すると、署名にある「墨翁」であるが、現在見つ
かっている鶴亭の年紀作品で「墨翁」の署名や印章を用いたものは、宝暦十年（一七六〇）と宝暦十一年（一七六一） ものしかなく、本図の制作もだいたいその頃になるのではないだろうか。　
次に遊印の問題に触れておくと、 本図の遊印 「煙霞筆底」 （白文長方印）
は他の作品に みられるも だが、本図のものは他の作品とは異なる部分がある。 「煙霞筆底」印を捺す作品は《芭蕉太湖石白鷴図》 安永四年（一七七五）の年紀を有する《墨梅図》 、 《梅に叭々鳥図》 、 《梅に小禽図》 、それから次に紹介する《芭蕉図》であ 。これら うち印章が確認できるものと本図の「煙霞筆底」印を見比べ と、 「煙」 字が異なっていることがわかる。しかし、署名の下に捺す「鶴亭図書」 （朱文方印） 、 「琴酒画禅」 （白文方印） 淇園の賛を有する《墨竹図》と同一印 あり、 「鶴
亭図書」 （朱文方印）に関しては宝暦四年筆の《墨竹画》とも同一印である。また、作風も《松竹図》 （双幅）の〈竹図〉と類似していることから、遊印の違いに若干疑いの余地を残すが、鶴亭の真筆である可能性が高い。　
では、次に関西大学図書館所蔵の《芭蕉図》 〔図
6〕の検討に入るが、
本図は紙本墨画で本紙寸法は縦一二七・五×横五五・三センチメートルである。署名は「寉亭光漫興」 〔図
9〕で「海眼□」 （朱文方印）と「浄
光之印」 （白文方印）の二印〔図
10〕 、 「煙霞筆底」 （白文長方印）の遊印
〔図
11〕を捺す。画面左下から上方へと非常に太い墨線で芭蕉を勢いよ
く描きあげている。水気をたっぷりと含んだ筆で描かれたため、全体的に輪郭線に沿っ 墨の滲みが確認できる。葉 部分はよくみると筆の動きがみてとれ、櫛の歯の様に生える芭蕉 葉の雰囲気を表現しよう していることがわかる。本図と類似するものに、長崎歴史文化博物館所蔵の臥癖の賛を有する墨画の《芭蕉図》があ 。署名は「鶴亭博」である。関西大学図書館の作品とは反対で画面右下から上方 向けて伸びていく芭蕉が描かれている。両図を見比べ み と、長崎歴史文化博物館のものはいまだ画技に習熟していない様子が窺え、関西大学図書館の作品方が後年に制作されたと考えられる。具体的には 長崎歴史文化博物館の作品は墨の濃淡の差がはっ り しており、関西大学 書館の作品ようなゆるやかな 変化が見られない。そして、こ 制作年代 前後に関しては、署名からも明らかであ 。 ぜ ら 「鶴亭 の署名が確認できるのは宝暦十年（一七六〇）の冬の年紀を持つ《菊雁来紅黄鳥図》まで 、それ以降の作品 は「寉亭」 署名を使用していることが
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成澤勝嗣氏によって指摘されているからである
①。それでは関西大学図書
館所蔵の《芭蕉図》の制作年代はいつ頃と考えられるのか。　
まず署名であるが、 「寉亭」とあることから宝暦十年（一七六〇）の
冬以降に制作されたことが明らかとなる。また、これまで集めた鶴亭作品の資料を年紀と落款を参考にして年代順に並べてみると、 署名 「光」の字が明和九年（一七七二）の年紀を有する《旭日双鶴図》以降、くずして書かれるようになっていることが判明した。そし これは成澤氏も指摘 いる
②ことだが、 「浄博」落款は宝暦十一年（一七六一）まで使
用され、 「善農」落款を使用する時期を経た後、 和五 （一七六八）以降は「浄光」落款を使用している。こ らのことを総合して制作年代を推測すると、明和五年～ までに制作された 考えることができよう。この時期の鶴亭 作 には、著色花鳥画において一つの到達点を示す明和六年（一七六九） 紀を有する神戸市立博物館所蔵 《牡丹綬帯鳥図》があり、 それ以降は墨画 作品が多く、 本稿で紹介する 芭蕉図》は、技法的にも作風的にもこの時期の鶴亭作品とし は違和感ない。　
さて、本図に捺された「海眼□」 （朱文方印）であるが、この印章を
捺した鶴亭作品にいまだ出会っていない。そ 、 「浄光之印」 （白文方印）であるが、この印章は二種類存在するこ がわかってい 。二つの印の異なる点は「浄」と「之」の字の彫り方である。本図に用 られているも と同一印を捺した作品 《四君子図巻》 、継松寺所蔵 《芭蕉図》 、 長崎歴史文化博物館所蔵の安永七年 （一七七八） 年紀を有す 《花鳥雑画押絵貼屏風》 、 《雪裡墨竹 である。年紀のあ も は《花鳥雑
画押絵貼屏風》しかなく、この印章が使用された時期については特定することができない。　《花鳥雑画押絵貼屏風》の〈鶴図〉は、和歌山県立博物館で二〇〇九年に開催された、野呂介石の展覧会で紹介された鶴亭筆《双鶴図》と鶴の描写がよく似ている。この作品は安永六年（一七七七）の年紀を有しており、制作時期も近 。また、両図ともこの時期に鶴亭が使用していたと考えられる「五雲山人」が署名されている点も共通する。しかし、野呂介石の箱書きを持つこの《双鶴図》は、先に紹介した《芭蕉図》をはじめとするグループとは違うタイプ、つまり「浄」と「之」 字が異なった「浄光之印」 （白文方印）を捺している。 《双鶴図》と同じタイプの「浄光之印」は、明和七年（一七七〇） ～安永七年（一七七八）の間に制作されたものに捺されているこ が作品 年紀からわかっている。ここで、 その両方を併用していた可能性が浮上し くこれによって、 「海眼□ 印の作例がないからと って 《芭蕉図》を真筆ではないとすることはできない。　しかし、実は《芭蕉図》にはもう一つ気になる点がある。それは遊印
の「煙霞 底」印に関 なのだが、 《墨竹図》を紹介した時にも述べたように、この は「煙」の字の違い より二種類存在することが確認され 。その上で《芭蕉図》 印文をよくみると、 「霞」の字が他の多くの作品とは異なっている うに見える。つまり「煙霞筆底 印三種類存在するかもしれ いと う とである。手元にある資料では印文を正確に比較 こ ができず、この問題 対して明瞭 答えを出すことはできないので、可能性 あるという どめておき 。だがこ
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れも遊印の問題で、 「浄光之印」 （白文方印）を捺す作品は前述したように他に 作例があり、作風も時期的にみて違和感がないことから鶴亭の作品ということができる。鶴亭作品には例外もあるが、ほとんどの場合、署名に印章二つと遊印一つを捺しており、それゆえ鶴亭は様々な印を持っていたと思われる。現存する鶴亭作品にも「海眼□」印の他に一つしか作例をみない 文もある。
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図 1 　鶴亭《墨竹図》（個人蔵）図 2 　鶴亭《墨竹図》（部分）
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図 3 　鶴亭《墨竹図》（落款）
図 4 　鶴亭《墨竹図》（印章）
図 5 　鶴亭《墨竹図》（遊印）
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図 6 　鶴亭《芭蕉図》（関西大学図書館蔵）
図 7 　鶴亭《芭蕉図》（部分）
図 8 　鶴亭《芭蕉図》（部分）
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図 9 　鶴亭《芭蕉図》（署名）
図10　鶴亭《芭蕉図》（印章）
図11　鶴亭《芭蕉図》（遊印）
